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防 災 対 策 強 化
市開発指導要綱の浸水対策対象地域を

市 内 全 域 に 拡 大 す る 考 え は

局地的集中豪雨にも対応するため
拡 大 に 向 け 検 討 し て い く

事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
を

支
援
す
る
方
針
を
策
定
し
た
い

国

民

健

康

保

険

税

　

引

下

げ

の

考

え

は

現

在

の

と

こ

ろ

　

検

討

の

考

え

は

な

い

３ 人 乗 り 自 転 車
レンタル制度や購入費助成等を

検 討 す る 考 え は

関係機関と調整を進める中で
検 討 し て い き た い

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る

今

後

の

市

の

取

組

は

肺

炎

球

菌

ワ

ク

チ

ン

の

予
防
接
種
に
対
し
助
成
を
実
施
す
る

就学時健診の知能検査

方針を変更しないのか

適正に行われており

変 更 の 予 定 は な い

ちゅうバス南町・四谷循環ルート
延 伸 の 実 施 時 期 は

四 谷 ６ 丁 目 へ の 延 伸 を
できる限り早期に実施したい

手
塚　

歳
久
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

以
前

か
ら
懸
案
に
な
っ
て
い
る
、
ち
ゅ

う
バ
ス
南
町
・
四
谷
循
環
ル
ー
ト

の
見
直
し
の
状
況
と
延
伸
が
い
つ

ご
ろ
実
現
す
る
か
を
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
運
行
改
善
計
画
に
基
づ
い
た

ル
ー
ト
案
に
一
部
で
反
対
が
あ
り
、

延
伸
が
実
施
で
き
な
い
状
況
だ

が
、
四
谷
６
丁
目
自
治
会
な
ど
か

ら
早
期
の
実
施
を
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
四
谷
６
丁
目
へ
の
延
伸

に
つ
い
て
は
、
現
在
実
施
を
検
討

中
で
あ
る
。
時
期
は
、
今
後
の
地

元
自
治
会
と
の
調
整
内
容
に
も
よ

る
が
、
で
き
る
限
り
早
期
に
実
施

し
た
い
。

議
員　

西
府
駅
経
由
の
ル
ー
ト
新

設
に
つ
い
て
、
日
新
町
１
丁
目
や

４
丁
目
を
通
る
よ
う
な
ル
ー
ト
を

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
が
ど
う
か
。

環
境
安
全
部
長　

今
後
の
道
路
や

市
街
地
の
整
備
状
況
、

人
の
流
れ
の
変
化
や

要
望
な
ど
を
勘
案
し

な
が
ら
、
関
係
機
関

と
共
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

他 

中
学
校
部
活
動
の
充

実
に
つ
い
て
●
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
利

用
拡
大
に
つ
い
て

村
崎　

啓
二
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

現
在
、

見
直
し
を
進
め
て
い
る
市
開
発
指

導
要
綱
の
中
で
、
地
下
空
間
へ
の

浸
水
対
策
に
関
す
る
対
象
地
域
は
、

市
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
す

多
摩
川
浸
水
想
定
区
域
内
を
予
定

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ

を
市
内
全
域
に
拡
大
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

近
年
頻
発
し
て

い
る
局
地
的
集
中
豪
雨
に
よ
る
地

下
室
等
の
浸
水
被
害
に
も
対
応
す

る
た
め
、
市
内
全
域
に
拡
大
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

防
災
対
策
強
化
に
関
連
し

て
、緊
急
地
震
速
報
機
器
の
導
入
・

整
備
の
時
期
を
定
め
た
実
施
計
画

を
早
急
に
作
成
す
る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長　

平
成
22
年
８
月

を
目
途
に
、
防
災
行
政
無
線
を
使

用
し
て
市
民
に
お
知
ら
せ
す
る
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
内
へ
の
同
機

器
の
設
置
・
導
入
に
向
け
、
関
係

各
課
と
調
整
を
進
め
て
い
く
。

他 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
向
け
た

府
中
市
の
取
り
組
み
（
ビ
ル
陰
受
信
障

害
対
策
へ
の
支
援
、
受
信
機
器
購
入
助

成
な
ど
）
の
推
進
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）

相
原　

博
議
員︵
市
政
︶　

高
齢
者

が
増
え
る
一
方
、
家
族
介
護
が
で

き
る
家
庭
が
減
っ
て
い
る
こ
と
を

背
景
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

は
、
入
所
で
き
る
時
期
さ
え
分
か

ら
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
待
機
者
数
を
聞
き
た
い
。

ま
た
、
す
ぐ
に
入
所
で
き
な
い
最

大
の
理
由
は
施
設
不
足
だ
と
思
う

が
、
そ
の
他
の
理
由
は
何
か
。

福
祉
保
健
部
長　

市
内
の
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
待
機
者

数
は
４
９
９
人
で
あ
る
。
入
所
で

き
な
い
理
由
は
、
市
内
の
施
設
を

希
望
す
る
こ
と
が
希
望
者
数
を
よ

り
高
め
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

議
員　

新
た
な
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
建
設
し
て
も
ら
い
た
い
が
、

計
画
す
る
上
で
の
課
題
と
計
画
を

推
進
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
は
。

福
祉
保
健
部
長　

事
業
を
行
う
社

会
福
祉
法
人
が
積
極
的
に
参
加
し

や
す
い
条
件
を
整
備
・
支
援
す
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
市
と

し
て
で
き
得
る
支
援
に
つ
い
て
の

方
針
を
策
定
し
、
事
業
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

目
黒　

重
夫
議
員︵
共
産
︶　

平
成

20
年
度
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

特
別
会
計
決
算
の
特
徴
は
。　

　

ま
た
、
国
保
税
は
高
す
ぎ
て
払

え
な
い
と
い
う
声
が
多
い
が
、
引

下
げ
検
討
の
考
え
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

決
算
の
特
徴
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
な

ど
に
よ
り
、
国
保
会
計
の
財
政
状

況
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

国
保
税
に
つ
い
て
は
、
国
保
財

政
が
大
変
厳
し
い
中
、
赤
字
補
て

ん
の
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
国
保

特
別
会
計
に
過
去
５
年
間
平
均
で

約
25
億
円
の
繰
入
れ
を
行
い
、
税

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
る
の
で
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
引
下
げ
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
。

議
員　

経
済
不
況
等
に
よ
り
市
民

生
活
が
厳
し
く
な
る
中
で
、
国
保

税
の
負
担
感
は
更
に
増
し
て
い
る

と
思
う
が
、
再
度
、
国
保
税
引
下

げ
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

市
民
生
活
部
長　

国
保
税
引
下
げ

の
考
え
は
無
い
が
、
国
の
動
向
等

を
注
視
し
て
い
く
中
で
、
国
保
税

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

奈
良
﨑　

久
和
議
員︵
公
明
︶　

都

で
は
、
一
定
の
安
全
基
準
を
満
た

し
た
自
転
車
に
、
６
歳
未
満
の
幼

児
２
人
を
乗
せ

る
こ
と
が
容
認

・
解
禁
さ
れ
た

が
、
市
と
し
て
、

レ
ン
タ
ル
制
度

や
購
入
費
助
成

等
の
支
援
策
を

早
期
に
検
討
す

る
考
え
は
。

環
境
安
全
部
長

　

３
人
乗
り
自

転
車
は
、
本
年

７
月
に
都
の
規
則
改
正
に
よ
り
、

特
例
と
し
て
解
禁
さ
れ
た
が
、
一

般
的
に
は
自
転
車
の
３
人
乗
り
は

大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、
交
通
安

全
施
策
や
市
民
要
望
を
踏
ま
え
つ

つ
、
関
係
機
関
と
調
整
を
進
め
る

中
で
、
支
援
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

一
定
の
時
期
が
過
ぎ
て
、

不
要
と
な
る
３
人
乗
り
自
転
車
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
向
け
た
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
安
全
部
長　

現
在
も
不
要
と

な
っ
た
自
転
車
を
再
利
用
可
能
な

場
合
は
修
理
を
行
い
、
府
中
輪
業

稲
津　

憲
護
議
員︵
市
フ
ォ
︶　

新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
的
に
広

が
り
を
見
せ
、
都
内
で
の
集
団
感

染
の
報
道
も
あ
る
が
、
市
内
の
発

生
状
況
と
今
後
の
市
の
取
組
は
。

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
き
、

市
民
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。

市
長　

平
成
21
年
６
月
23
日
に
本

市
で
初
め
て
と
な
る
感
染
者
が
確

認
さ
れ
、
７
月
以
降
、
小
学
校
、

学
童
ク
ラ
ブ
、
私
立
保
育
園
等
で

の
集
団
感
染
の
報
告
が
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
取
組
と
し
て
、

高
齢
者
の
肺
炎
併
発
を
予
防
す
る

た
め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予

防
接
種
に
対
す
る
助
成
の
実
施
等
、

適
切
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

福
祉
保
健
部
長　

こ
れ
ま
で
、
感

染
の
疑
い
が
あ
る
場
合
、
保
健
所

に
連
絡
し
、
指
定
さ
れ
た
発
熱
外

来
の
病
院
で
受
診
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
が
、
当
初
想
定
し
た
強

毒
型
で
は
な
く
、
弱
毒
型
で
あ
っ

た
た
め
、
現
在
は
診
療
所
等
で
も

受
診
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他 

市
内
道
路
で
の
自
転
車
専
用
レ
ー
ン

設
置
促
進
を

前
田　

弘
子
議
員︵
ネ
ッ
ト
︶　

本
市

で
は
、
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
前

に
行
う
就
学
時
健
診
で
予
備
検
査

（
知
能
検
査
）
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
結
果
を
ど
う
活
用
し
て
い
る

の
か
。

教
育
部
長　

就
学
相
談
・
就
学
指

導
を
担
当
す
る
部
署
と
連
携
を
図

り
、
そ
の
児
童
に
と
っ
て
適
正
な

就
学
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
適
切

な
相
談
・
指
導
に
つ
な
げ
て
い
る
。

議
員　

障
害
者
権
利
条
約
の
中
で

は
、
教
育
の
あ
ら
ゆ
る
段
階
に
お

い
て
、
障
が
い
者
も
ク
ラ
ス
の
一

員
と
し
て
受
け
入
れ
る
教
育
を
保

障
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
知
能
検
査
で
、「
心

身
の
遅
れ
が
あ
る
」
と
判
定
さ
れ

れ
ば
、
特
別
支
援
学
級
等
へ
の
就

学
が
勧
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
知
能
検
査
の
在
り
方
、
検
査

結
果
の
活
用
の
仕
方
は
、
同
条
約

の
理
念
に
沿
っ
て
い
な
い
と
思
う

が
、
方
針
を
変
更
し
な
い
の
か
。

教
育
部
長　

就
学
時
健
診
に
基
づ

く
適
正
な
就
学
を
実
施
す
る
と
い

う
本
市
の
方
針
に
変
更
予
定
は
な

く
、
現
在
の
検
査
も
、
適
正
に
行

わ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

組
合
加
盟
店
で
販
売
を
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
リ
サ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ

け
や
き
で
は
、
譲
り
た
い
品
、
欲

し
い
品
の
情
報
紹
介
が
あ
り
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
が
利
用
可
能
で
あ
る
。

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

 

新

設

の

具

体

的

方

策

は

　▲防災行政無線 　

　▲ちゅうバス 　


